
　

瀬
戸
内
市
は
、
き
れ
い
な
海
、
美
し

い
山
並
み
と
田
園
風
景
に
育
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　

今
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
自
然
や
風
景
を
守
り
、

次
代
を
担
う
人
た
ち
に
美
し
い
ま
ち
を

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
社
会
の
構
築
に
向
け
、全
市
的
に「
ご

み
減
量
化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
で
き
る
こ
と
は
小
さ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
４
万
人
の
力
が

一
つ
に
な
れ
ば
、
大
き
な
可
能
性
を
生

み
出
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

瀬
戸
内
市
の
ご
み
処
理
の
現
状

　

現
在
、
邑
久
・
牛
窓
地
域
の
可
燃
ご

み
（
焼
却
処
理
が
で
き
る
ご
み
）
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
（
牛
窓
町

牛
窓
）で
焼
却
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
船
地
域
の
可
燃
ご
み
は
、
合
併
以

前
か
ら
、
岡
山
市
と
の
協
定
に
よ
り
東

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
東
区

西
大
寺
新
地
）
で
焼
却
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
処
理
す

る
ご
み
の
量
を
減
ら
し
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
か
も
め
を
大
切
に
使
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
使
わ
な
く
な
っ
た
物
を
再
利

用
や
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
環

境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
焼
却
時
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
も
削
減
で
き
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
の
減
量
は
、
処
理
費

用
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
の
ご

み
処
理
に
か
か
る
費
用
は
、
年
間
約

４
億
３
千
万
円
（
平
成
22
年
度
）
で
、

こ
れ
は
、
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
年
間
で
約
１
１
、０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
の
折
り
返
し
地
点

　

平
成
22
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
「
瀬
戸
内
市
ご
み

30
％
減
量
作
戦
（
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
瀬

戸
内
）」
が
、
９
月
末
日
で
折
り
返
し

地
点
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
20
年
度
の

市
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量

７
８
２
㌘
を
基
準
値
と
し
て
、
平
成
24

旅
行
の
中
止
な
ど
に
よ
り
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
市
内
に
留
ま
る
市
民

が
多
く
、
結
果
と
し
て
市
内
で
発
生
す

る
ご
み
量
が
例
年
と
比
較
し
て
増
加
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
30
％
減
量
作
戦
自
体
も

２
年
目
に
入
り
、
各
家
庭
で
取
り
入
れ

や
す
い
方
法
は
す
で
に
実
践
で
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中

だ
る
み
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

上
半
期
の
結
果
は
思
わ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
前
向
き
に
考
え
る
と

本
年
度
は
ま
だ
半
年
も
残
っ
て
い
ま

す
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
下
半
期

で
巻
き
返
し
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

　この写真は、邑久・牛窓地域の可燃ごみを
焼却処理しているクリーンセンターかもめ
（牛窓町牛窓）の外観を撮影したものです。
　市では、ごみの減量を進めるとともに、稼
働時間の延長などを行い、平成 25 年度から
は長船地域の可燃ごみも同施設で焼却処理を
する計画です。
　このページでは、ごみ減量の現状と 11 月
から始まる古紙の定期回収についてお知らせ
します。

年
度
末
の
目
標
値
を
５
４
７
㌘
に
設
定

し
、
平
成
22
〜
24
年
度
の
３
年
間
で
市

民
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
を

30
％
減
量
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補

助
金
や
資
源
ご
み
回
収
推
進
団
体
報
奨

金
な
ど
の
制
度
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
ご
み
ダ

イ
エ
ッ
ト
通
信
」
や
、
自
治
会
な
ど
を

対
象
と
し
た
説
明
会
で
ご
み
の
減
量
に

関
す
る
取
り
組
み
や
情
報
に
つ
い
て
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
は
厳
し
い
中
間
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
下
半
期
で
巻
き
返
し
を

　

目
標
で
あ
る
ご
み
30
％
減
量
の
進
捗

状
況
は
、
年
度
単
位
で
の
数
値
比
較
と

な
り
ま
す
。

　

１
年
目
の
平
成
22
年
度
の
結
果
は
減

量
率
６
・
５
％
で
し
た
。
初
年
度
と
し

て
は
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た

も
の
の
、
目
標
値
ま
で
に
は
大
き
な
開

き
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
と
の
認
識
で

２
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
４
月
こ

そ
対
基
準
値
で
９
・
１
％
減
量
と
上
々

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
も
の
の
、
５
月

以
降
は
逆
戻
り
傾
向
に
あ
り
、
９
月
末

時
点
の
減
量
率
は
１
・
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
緊
急
事
態
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
上
半
期
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
例
年
に
な
い
変
則
的
な
増

減
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

４
月
の
大
幅
な
減
量
は
、
震
災
直
後

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
買
い
控
え
な
ど

に
よ
る
消
費
の
低
迷
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
５
〜
６
月
の

急
激
な
増
加
は
、
自
粛
ム
ー
ド
に
よ
る

目標値ライン

547ｇ

基準値ライン
（平成 20年度実績）

782ｇ

平成 22年度

末時点

平成 23年
9月末時点

平成 24年度

末時点【目標値】

731ｇ

745 ｇ

773ｇ

減量 51ｇ
減量 9ｇ

減量率 6.5％ 減量率 1.2％ 減量率 30％

減量 235ｇ減量 235ｇ

市民 1人 1日あたりのごみ排出量の推移と目標

ごみ減量の現状と
　　　　　古紙の定期回収

特集

市
内
で
の
ご
み
処
理
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
廃
棄
物
の
処
理
は
、
で
き

る
だ
け
排
出
地
域
に
近
い
と
こ
ろ
で
行

う
と
い
う
自
区
内
処
理
の
原
則
に
基
づ

き
、
平
成
25
年
度
か
ら
長
船
地
域
で
発

生
す
る
ご
み
に
つ
い
て
も
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
か
も
め
で
焼
却
処
理
を
行
う
予

定
で
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
は
、
平

成
９
年
に
建
設
さ
れ
た
ス
ト
ー
カ
方
式

（
格
子
状
に
組
ん
だ
金
属
棒
の
上
に
ご

み
を
置
き
、
下
か
ら
空
気
を
送
り
込
み

乾
燥
、
燃
焼
を
行
う
方
式
）
の
ご
み
焼

却
施
設
で
す
。

　

一
日
あ
た
り
、
15
㌧
の
可
燃
ご
み
を

処
理
で
き
る
炉
が
２
基
あ
り
、
毎
日
８

時
間
運
転
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
計
画
で
は
、
長
船
地
域
か
ら

発
生
す
る
年
間
約
２
、９
０
０
㌧
の
可

燃
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
市
全
域

で
ご
み
減
量
を
進
め
、
施
設
の
運
転
時

間
の
延
長
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
環
境
影
響
調

査
や
炉
壁
の
改
修
な
ど
を
行
い
、
平
成

25
年
度
か
ら
運
転
時
間
の
延
長
が
で
き

る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
で
の
焼
却
処
理
を
永
続
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市民 1人 1日あたりの月別ごみ排出量の推移



行
け
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
11
月
か
ら
毎
月
１
回
、
古

紙
の
定
期
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

回
収
品
目
は
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
（
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
）、

雑
誌
・
ざ
つ
紙
の
４
種
類
の
紙
類
で

す
。
品
目
ご
と
の
出
し
方
や
注
意
点
に

つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

午
前
８
時
ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　

定
期
回
収
場
所
は
、
皆
さ
ん
が
普
段

使
っ
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
回
収
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出
し

地
域
の
資
源
ご
み
回
収
活
動

　

ざ
つ
紙
な
ど
の
古
紙
を
徹
底
的
に
分

別
回
収
し
、
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
に

は
、
市
民
一
人
一
人
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
ま
ず
は
、
地
域
団
体
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
が
実
施
す
る
資
源
ご
み
回
収

活
動
（
い
わ
ゆ
る
廃
品
回
収
）
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

実
施
団
体
に
は
市
か
ら
１
㌔
あ
た
り

10
円
の
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
資

源
ご
み
の
売
却
収
益
と
と
も
に
実
施
団

体
の
活
動
資
金
と
な
り
、
地
域
に
還
元

さ
れ
て
い
ま
す
。　

市
が
行
う
古
紙
の

回
収
に
つ
い
て
は
、

「
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

通
信
」
な
ど
で
市
内

の
無
料
回
収
場
所
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
次
回
の
地
域
の
資
源
ご
み
回
収
活
動

（
廃
品
回
収
）
の
実
施
ま
で
保
管
場
所

が
確
保
で
き
な
い
」「
住
ん
で
い
る
地

域
に
実
施
団
体
が
な
い
」「
市
が
指
定

す
る
無
料
回
収
場
所
は
遠
く
て
持
っ
て

ご
み
袋
が
節
約
で
き
ま
す

　

市
内
で
排
出
さ
れ
、
焼
却
処
理
さ
れ

て
い
る
可
燃
ご
み
（
年
間
約
１
万
㌧
）

の
う
ち
、約
３
〜
４
割
は
紙
ご
み
で
す
。

　

紙
ご
み
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

分
別
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

（
古こ

し紙
）で
す
。
新
聞
紙
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、

紙
パ
ッ
ク
（
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
）、
雑

誌
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
「
ざ

つ
紙が
み

」と
い
う
品
目
が
あ
り
ま
す
。「
ざ

つ
紙
」
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
人
も
多

く
、
そ
の
多
く
が
可
燃
ご
み
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

菓
子
の
紙
箱
や
ハ
ガ
キ
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
の
中
で
は
大
量
の
紙
ご
み
が

毎
日
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
ざ

つ
紙
と
し
て
扱
え
る
か
ど
う
か
の
区
別

に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
を
分
別
回
収
し
、
資
源
化
す

る
こ
と
で
ご
み
袋
の
中
身
を
大
幅
に
減

量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般
的
な

家
庭
で
は
、
ご
み
量
が
約
半
分
に
な
り

ま
す
。
回
収
日
ご
と
に
２
袋
出
し
て
い

る
家
庭
で
は
１
袋
で
十
分
な
量
に
な

り
、
ご
み
袋
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

地域 地区 定期回収日 本年度の回収日

牛窓地域 全域

第３水曜日 11月16日、12月21日、1月18日、
2月 15 日、3月 21 日

邑久地域 全域

長船地域

福岡・服部・八日市・長船 第２土曜日 11月12日、12月10日、1月14日、
2月 11 日、3月 10 日

福岡住宅・西須恵・東須恵・
飯井・牛文・磯上・福里・土師 第４土曜日 11月26日、12月24日、1月28日、

2月 25 日、3月 24 日

　

出
す
ま
で
の
準
備

　
　

・
ハ
ガ
キ
や
小
さ
な
紙
切
れ
は
雑

　

誌
の
間
に
挟
む
。

　

出
し
方

　
　

・
ひ
も
で
十
字
に
し
ば
る
か
、
紙

　

袋
に
入
れ
て
封
を
す
る
。

 

・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
、
透
明
ま
た    

　

は
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
。

 

・
雑
誌
と
ざ
つ
紙
は
混
合
で
出
す

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
は
入
れ
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

出
す
ま
で
の
準
備

　

・
大
き
い
も
の
は
小
さ
く
折
り
た

　

た
む
。

　

出
し
方

　

・
ひ
も
で
十
字
に
し
ば
る
。

　
　

・
少
量
（
１
〜
２
枚
）
の
場
合

　

は
そ
の
ま
ま
で

　

出
す
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

出
す
ま
で
の
準
備

　

・
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
新
聞
紙
と

　

一
緒
に
す
る
。

　

出
し
方

　

・
ひ
も
で
十
字
に
し
ば
る
。

出
す
ま
で
の
準
備

　
　

・
水
で
洗
い
、
乾
燥
さ
せ
て
切
り
開
く
。

　
　

出
し
方

　

・
ひ
も
で
し
ば
る
。

※
５
０
０
㍉
㍑
以
下
の
紙
パ
ッ
ク

　

や
内
側
に
銀
色
の
フ
ィ
ル
ム
が

　

貼
っ
て
あ
る

　

酒
の
パ
ッ
ク

　

な
ど
は
可
燃

　

ご
み
で
す
。

で

ざ
つ
紙
と
し
て
扱
え
る
も
の

　

ざ
つ
紙
と
し
て
回
収
で
き
る
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

コ
ピ
ー
紙
、
名
刺
、
ハ
ガ
キ
、

封
筒
、
チ
ラ
シ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

カ
タ
ロ
グ
、
ポ
ス
タ
ー
、　

紙
袋
、

ノ
ー
ト
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、

包
装
紙
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
、

菓
子
な
ど
の
紙
箱
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
の
箱
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
芯
、
は
し
袋
な
ど
。

※
金
属
部
分
は
不
燃
ご
み
で
す
。

※
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部

　

分
は
可
燃
ご
み
で
す
。

ざ
つ
紙
と
し
て
扱
え
な
い
も
の

　

紙
製
品
で
も
、
ざ
つ
紙
と
し
て

回
収
で
き
ず
可
燃
ご
み
と
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
次
の
と
お
り
で

す
の
で
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ぬ
れ
た
（
汚
れ
た
）
紙
、写
真
、

感
熱
紙
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
圧
着
ハ

ガ
キ
、
金
色
や
銀
色
の
紙
（
ガ
ム

の
包
み
紙
や
た
ば
こ
の
内
包
紙
）、

紙
コ
ッ
プ
な
ど
の
ワ
ッ
ク
ス
加
工

品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
柔
ら

か
い
紙
、
紙
お
む
つ
な
ど
。

て
く
だ
さ
い
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
散
乱
し
な
い
よ

う
、
品
目
ご
と
に
分
け
て
、
ヒ
モ
で
十

字
に
し
ば
る
な
ど
の
飛
散
防
止
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

11 月スタート
古紙定期回収

古紙定期回収日程（地区別）

普段利用しているごみステーションで回収

⇒
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
の

ビ
ニ
ー
ル
部
分
は
取
り
除
く
。



　

市
で
は
11
月
４
日
（
金
）
を
学

校
園
公
開
日
と
し
、
各
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
様
子
を
公
開
し
ま
す
。
保

護
者
や
地
域
の
人
が
参
加
す
る
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

人
）
を
養
育
し
て
い
る
人

▽
支
給
金
額
（
子
ど
も
一
人
あ
た

　

り
の
月
額
）

　

・
０
歳
〜
３
歳
未
満
（
一
律
）

　

１
５
、０
０
０
円

　

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　
（
第
１
子
、
第
２
子
）

　

１
０
、０
０
０
円

　

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　
（
第
３
子
以
降
）

　

１
５
、０
０
０
円

　

・
中
学
生
（
一
律
）

　

１
０
、０
０
０
円

※
子
ど
も
の
数
は
、
高
校
３
年
生

　

相
当
年
齢
以
下
の
子
ど
も
の
み

　

を
算
定
対
象
と
し
ま
す
。

▽
支
給
月

　

・
平
成
24
年
２
月
（
平
成
23
年
10

　
月
分
〜
平
成
24
年
１
月
分
）

　

・
平
成
24
年
６
月
（
平
成
24
年
２

　

〜
３
月
分
）

▽
請
求
期
限

　

　

平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
平
日
の
午

　

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　
分
ま
で
で
す
。

　

10
月
か
ら
、
新
し
い
「
子
ど
も

手
当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
っ
て
い
た
場
合
も
、
10
月
分
か

ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
新
た
に
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
に

は
、
10
月
末
頃
か
ら
11
月
上
旬
に

か
け
て
請
求
の
手
続
き
に
必
要
な

書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
期
限

内
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
書
類
が
届
か
な
か
っ
た

人
で
も
、
要
件
を
満
た
せ
ば
請
求

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
人

は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
請
求
書
を
受
け
付
け
た
後
、
支

　

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
審

　

査
し
ま
す
の
で
、
必
ず
支
給
さ

　

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

▽
支
給
対
象
者

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、
適

切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る

も
の
で
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
安
心
し

て
仕
事
を
続
け
ら
れ
、
生
活
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

は
、
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
会
な

ど
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
受
付
開

始
日
時
や
申
請
方
法
な
ど
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
各
ク
ラ
ブ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

左
表
の
と
お
り

 

申
請
は
お
早
め
に

 

小
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証

　

10
月
１
日
か
ら
、「
小
児
医
療

費
助
成
制
度
」
が
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
さ
れ
、
健
康
保
険
証

と
一
緒
に
「
小
児
医
療
費
受
給

資
格
者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
窓
口
で
の
自
己
負
担

が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

人
は
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

申
請
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

の
健
康
保
険
証
、
印
鑑

※
郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
申

　

請
書
と
健
康
保
険
証
の
写
し

　

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限

　

申
請
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
請
日
の
翌
月
１
日
か
ら
有
効

な
「
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
10
月
１
日
以
降
、
県
外
の
医
療

　

機
関
を
受
診
し
た
と
き
や
、
受

　

給
資
格
者
証
を
提
示
せ
ず
に
受

　

診
し
た
と
き
な
ど
は
窓
口
で
一

　

度
支
払
い
、
払
い
戻
し
を
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市

　

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。領
収
書
、

　

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、通
帳
、

　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
、
薬
の
容
器
代
、
入

　

院
時
の
食
事
負
担
金
、
保
険
外

　

併
用
療
養
費
（
紹
介
状
な
し
の

　

初
診
料
）
な
ど
の
保
険
適
用
外

　

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
助
成
対

　

象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

長
船
支
所

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
０
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

 

学
び
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
公
開

　

岡
山
県
で
は
、11
月
１
日
（
火
）

か
ら
７
日
（
月
）
ま
で
の
１
週
間

を
「
お
か
や
ま
教
育
週
間
」
と
し

て
、
教
育
振
興
の
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集  
このページでは、子育てをしている人を支援するためのさまざまな取り組みや、各種制度に
ついて紹介します。未来を担う子どもたちのすこやかな成長のため、子育てを社会全体で応
援していきましょう。

※
郵
送
の
場
合
は
、
子
育
て
支
援

　

課
に
書
類
が
到
達
し
た
日
が
提

　

出
日
と
な
り
ま
す
。

※
期
限
ま
で
に
請
求
す
れ
ば
、遡
っ

　
て
10
月
分
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
次
の
人
は
、
期
限
ま
で
に
請
求

　

し
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
す

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

　

次
の
期
間
内
に
請
求
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　【
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転

出
す
る
人
】

　

転
出
し
た
日
（
転
出
予
定
日
）

の
次
の
日
か
ら
15
日
以
内

　【
10
月
以
降
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
人
】

　

出
生
し
た
日
の
次
の
日
か
ら
15

日
以
内

■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７      

 

入
所
を
受
け
付
け
ま
す

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

平
成
24
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
入
所
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
就
労

な
ど
の
理
由
で
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
お
お
む
ね
小
学
校
３

クラブ名 学区 問い合わせ先☎

牛窓ルンビニ児童クラブ 牛窓東・西・北 0869-34-2309

ゆめクラブ 牛窓東・西・北 0869-34-9330

ゆめっこクラブ邑久組・福田組 邑久 0869-24-2702

今城っ子クラブ 今城 086-942-0681

キッズクラブ 裳掛 0869-25-0133

みゆキッズクラブ 行幸 0869-26-3355

第１ひまわりクラブ 国府 0869-26-6621

美和っ子クラブ 美和 0869-26-2713

放課後児童クラブの学区など

「
子
ど
も
手
当
」
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

問い合わせ先☎

牛窓東幼稚園 0869-34-2104

牛窓西幼稚園 0869-34-3687

牛窓北幼稚園 0869-34-3742

邑久幼稚園 0869-22-0027

今城幼稚園 086-943-8715

玉津幼稚園 0869-24-0092

美和幼稚園 0869-26-3445

国府幼稚園 0869-26-3446

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
特
別

な
家
庭
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
虐
待
で
は
な
い
か
？
と
気

に
な
れ
ば
、
相
談
（
通
告
）
し

て
く
だ
さ
い
。
虐
待
の
通
告
は

子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
保
護
者

を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
子
ど
も
や
家
庭
を
見
掛

け
た
ら
、
連
絡
を
！

　

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ

　

声
や
保
護
者
の
怒
鳴
る
声
が

　

聞
こ
え
る

　

・
不
自
然
な
け
が
（
打
撲
、
や

　

け
ど
）
な
ど
が
見
ら
れ
る

　

・
衣
服
や
体
が
極
端
に
汚
れ
て

　

い
る

　

・
元
気
が
な
く
表
情
が
暗
い

　

・
食
事
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

　

・
子
ど
も
や
家
族
に
暴
力
を
ふ

　

る
っ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら

　

れ
る

　

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い

　
た
ま
ま
、
よ
く
外
出
し
て
い
る

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

　

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は

　

言
い
訳
（
子
ど
も
の
立
場
で

　

判
断
）

③
ひ
と
り
で
か
か
え
こ
ま
な
い

　
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら

　

即
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

　

場
（
子
ど
も
の
命
が
優
先
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

　

起
こ
り
う
る
（
特
別
な
こ
と

　

で
は
な
い
）

■
児
童
虐
待
相
談
（
通
告
）
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７      

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

　

ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０

守
ろ
う
よ
！

　
子
ど
も
の
未
来

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

問い合わせ先☎

裳掛小学校 0869-25-0234

美和小学校 0869-26-2051

国府小学校 0869-26-2015

行幸小学校 0869-26-2258

牛窓中学校 0869-34-2048

邑久中学校 0869-22-0016

長船中学校 0869-26-2029

問い合わせ先☎

行幸幼稚園 0869-26-3447

牛窓東小学校 0869-34-2029

牛窓西小学校 0869-34-2409

牛窓北小学校 0869-34-2520

邑久小学校 0869-22-1231

今城小学校 086-942-2025

玉津小学校 0869-24-0555



　

市
で
は
現
在
、
新
図
書
館
の
建

設
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
が
作
成
し
た
新
図
書
館
基
本

構
想
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
と
し
ょ
か
ん
未
来
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
ど
う
な
っ
て
る
の

編
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
の
図
書
館
で
提
供
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
踏
ま
え
、

新
し
い
図
書
館
を
暮
ら
し
に
役
立

つ
図
書
館
に
す
る
た
め
の
意
見
交

としょかん
未来ミーティング
図書館について語りませんか

換
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午
後

　

０
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
集
合
場
所　

中
央
公
民
館

※
昼
食
は
準
備
し
て
い
ま
せ
ん
。

▽
定
員  
50
人
（
申
し
込
み
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
）

※
参
加
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
全

　

員
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

▽
内
容

①
「
図
書
館
の
通
信
簿
」
ツ
ア
ー

　

市
内
の
図
書
館・室
を
巡
り「
図

書
館
の
通
信
簿
」
に
記
入
し
、
評

価
を
行
い
ま
す
。
備
前
長
船
刀
剣

博
物
館
や
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
と

の
比
較
も
行
い
、
図
書
館
の
特
徴

や
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

②「
図
書
館
が
○
○
を
解
決
す
る
」 

　
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

一
人
一
人
の
暮
ら
し
の
中
で
図

書
館
が
ど
の
よ
う
な
形
で
役
立
つ

の
か
に
つ
い
て
、
参
加
者
全
員
で

考
え
ま
す
。

③
新
図
書
館
基
本
構
想
を
知
ろ
う

 

瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

 

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う

　

基
本
構
想
に
つ
い
て
理
解
す
る

と
と
も
に
、
①
・
②
を
振
り
返
り

自
由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し

込
む
場
合
は
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
10
日
（
木
）

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

社
会
教
育
課
、
各
図
書
館
・
室

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

FAX
０
８
６
９-

３
４-

４
７
９
０

　

mail syakaikyouiku@city.setouchi.lg.jp
　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/news/
　

lib_meeting1.html

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

瀬
戸
内
市
民
病
院
総
務
科

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

【
保
育
士
】

 

▽
受
験
資
格

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
で
、
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

（
取
得
見
込
み
の
人
）

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
採
用
年
月
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日

▽
試
験
日  

11
月
27
日（
日
）（
一
次
）

　

12
月
18
日
（
日
）（
二
次
）

▽
受
付
期
限　
11
月
11
日
（
金
）

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

▽
提
出
書
類　

　

・
市
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
総
務
課
と
支
所
で
交
付
し
ま
す
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

・
免
許
取
得
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

総
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

 

職
員
募
集

 

看
護
師
・
保
育
士　

　

瀬
戸
内
市
で
は
、
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
看
護
師
】

▽
受
験
資
格　
　

　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
免
許
を
取

得
し
て
い
る
人
、
も
し
く
は
平
成

23
年
度
看
護
師
国
家
試
験
に
お
い

て
免
許
取
得
見
込
み
の
人

▽
採
用
予
定
人
数　

10
名
程
度

▽
採
用
年
月
日　

平
成
23
年
中
途

　

ま
た
は
平
成
24
年
４
月
１
日

▽
勤
務
場
所　

瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
試
験
日　
（
受
付
後
）
市
民
病

　

院
が
指
定
す
る
日　

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

▽
試
験
内
容　

小
論
文
（
一
般
知

　

識
）
お
よ
び
口
述
試
験

▽
提
出
書
類　
　

　

・
市
民
病
院
指
定
の
願
書
お
よ
び

　

履
歴
書

　

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

・
看
護
師
免
許
証
の
写
し
（
見
込

　

み
者
は
合
格
後
に
提
出
）

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習

慣
の
乱
れ
が
学
習
意
欲
や
体
力
、

気
力
の
低
下
の
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
11
月
を
生
活

リ
ズ
ム
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

と
定
め
、「
早
ね　
早
お
き　
朝
ご

は
ん
」
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
話
し
合
い
、
日
ご
ろ
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

 

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
団
地

　
（
団
地
名
、
所
在
地
、
構
造
）

　

・
井
尻
団
地

　

長
船
町
東
須
恵
４
２
７-

１

　

簡
耐
平
屋
建

▽
規
格　

３
D
K

▽
戸
数　

２
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

各
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

12
月
１
日
（
木
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
〜
11
月
15
日

（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　

講
師　

森
末
慎
二
氏

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

 

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

 

「
早
ね
　

早
お
き
　

朝
ご
は
ん
」

  　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、
適

切
な
運
動
、調
和
の
と
れ
た
食
事
、

十
分
な
休
養・睡
眠
が
大
切
で
す
。

　

特
に
、
一
日
の
活
動
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
朝
食

と
、
心
と
体
を
休
め
て
元
気
を
回

復
さ
せ
る
睡
眠
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
大
切

な
も
の
で
す
。

　

市
民
の
意
識
を
高
め
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
森
末
慎
二
氏
を

招
き
、
講
演
会
も
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
26
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
50
分

　
（
受
付
は
、午
後
０
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

　

・「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文

　

発
表

※
優
秀
作
品
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

・
講
演
会
「
あ
く
な
き
挑
戦
」

　
〜
私
を
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
〜

　国民年金保険料は、所得税および住
民税の申告において全額が社会保険料
控除の対象となります。その年の 1月
1日から 12 月 31 日までに納付した保
険料が対象です。
　過去に滞納や免除期間がある人も、
年末までに保険料を支払えば、控除を
受けることができます。
　この控除を受けるためには、支払っ
たことを証明する書類の添付が義務付
けられています。このため、平成 23
年 1 月 1 日から 10 月 1 日までの間に
国民年金保険料を納付した人には、社
会保険料（国民年金保険料）控除証明
書が 11 月上旬に日本年金機構本部か
ら送付されます。
　年末調整や確定申告の際には必ずこ
の証明書（または領収証書）の添付が
必要となりますので大切に保管してお
いてください。
　また、10 月 2 日から 12 月 31 日ま
での間に今年はじめて国民年金保険
料を納付した人については、来年の 2
月上旬に送付されます。
　なお、家族の国民年金保険料を納付
した場合、本人の社会保険料控除に加
えることができます。家族あてに送ら
れた控除証明書を添付して申告してく
ださい。社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書についての不明な点は専用
ダイヤルへお問い合わせください。

▽受付時間
　　・月曜日（月曜日が休日の場合は火曜
　日）午前 8時 30 分～午後 7時
・火曜日～金曜日　午前 8時 30 分～
　午後 5時 15 分
　・第 2 土曜日　午前 9時 30 分～午後
　4時
■問い合わせ先
　控除証明書専用ダイヤル
　☎０５７０ - ０７０- １１７
　（ＩＰ電話・ＰＨＳ電話からは
　☎０３ - ６７００ - １１３０）

講師の森末慎二氏

瀬戸内市立図書館

生
活
と
環
境

安
全
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信

み
ん
な
の
広
場
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ち
の
話
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cover photograph 

ごみ30％減量の取り組みを子どもたちに楽しく伝える
ため、瀬戸内市青年団では「エコ戦隊もってぇねんジャ
ー（表紙写真）」を結成しています。食べ残しやポイ捨
てごみでパワーアップする地球ハカイダーと手下たち
を、ごみをリサイクルすることで追い払います。クリス
マスに向けたイベントも計画中です。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　（財）自治総合センターの宝くじ助成金を活用

し、8月 31 日、裳掛地区コミュニティ協議会が

ワイヤレスマイク、モニターテレビなどの放送機

器を購入しました。文化祭などの交流事業、防災

の研修会などで活用しています。また同日、邑久

地区コミュニティ協議会が、ノートパソコン、コ

ピー機、プロジェクター、冷蔵庫、掃除機などの

備品を購入しました。さまざまな地域活動の推進

やコミュニティ事業に役立てています。

　自治会でも、宝くじ助成金を利用できます。詳

しくは、まちづくり推進課へご相談ください。

■問い合わせ先　まちづくり推進課　☎０８６９-２２-１０３１

   地域活動の活性化を地域活動の活性化を

購入した機器を活用して防災の研修会を行った裳掛地区コミュニティ協議会

宝くじ助成金を活用して機器整備

　10 月 1 日、瀬戸内市立美術館は開館 1周年を

迎えました。これを記念して、開館記念日市民無

料開放と一日カフェを開催し、多くの市民らが訪

れました。このカフェは、佐竹徳画伯がコーヒー

豆を取り寄せていた喫茶店のオーナーの協力を得

て実現したものです。

　記念展「阿藤秀一郎と佐竹徳展」を鑑賞した後

は、牛窓の多島美を見渡しながら、佐竹徳画伯が

愛飲していたコーヒーで一服。また、同日から同

館3階ギャラリーで開催された「粟井文山の世界」

展に足を伸ばすなど、訪れた人は「芸術の秋」の

ひとときを楽しんでいました。

   開館 1周年を迎えました開館 1周年を迎えました 瀬戸内市立美術館瀬戸内市立美術館

　9月10～19日、牛窓しおまち唐琴通り（牛窓町）

で、牛窓八
はっさく

朔ひなかざりが開催され、11 日には、

ししこま作り体験が行われました。

　古くから牛窓には、八朔（旧暦 8月 1日）に、

ひなを飾りししこまを供える風習が残っていま

す。ししこまは、米粉で作った餅を色粉で彩色し、

山や海の幸の形にしたもので、参加者はヘラやく

しなどを使い、鯛、イカ、エビ、ミカン、ウサギ

など、思い思いのししこまを作っていました。　

　また、牛窓しおまち唐琴通り界隈では、31 カ

所に飾られたひなかざりを一つ一つ見て回る人の

姿が多く見られました。

    通りを華やかに演出通りを華やかに演出 牛窓八朔ひなかざりとししこま作り

ま
ち
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話
題
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商業店舗前で啓発活動（左下）／ クイズを交えて園児らに救急業務を説明（右上）

　9月 6日、市消防本部では救急業務に対する市

民の理解を深め、応急手当の普及啓発を行うこと

を目的とした「救急の日」の事業として、今城幼

稚園教諭の黒﨑香織さんに、一日救急隊長を委嘱

しました。黒﨑さんは消防本部で救急技術訓練を

見学した後、今城幼稚園でクイズを交えながら救

急業務について説明し、園児らの理解を深めまし

た。また園児らと救急車を見学し、消防本部職員

から機器の名称や使い方の説明を受けました。そ

の後、市内の商業店舗に移動し、買い物客らに応

急手当のパンフレットなどを配布して啓発活動を

行いました。

    救急業務や応急手当をＰＲ救急業務や応急手当をＰＲ　今城幼稚園教諭の黒﨑さん

　9月 17 日、長船町公民館で「わくわくチャレ

ンジ」の一環として藍染め講座を行いました。

　市内の子どもたちと保護者ら 21 人は持ち寄っ

たＴシャツなどを手に、染めない部分で模様を作

るため、生地の一部をつまんで輪ゴムやナイロン

テープを使ってしばり、染色液につけました。

　「１回目の染色はしわを伸ばして丁寧に」と講

師から助言を受け、慎重に染色を行いました。生

地をしぼって染料が空気に触れると酸化作用によ

り、緑色から藍色に変化。最後は水洗いをしてＴ

シャツを広げ、参加者たちは笑顔で染め具合を確

認していました。

   Ｔシャツの藍染めに挑戦Ｔシャツの藍染めに挑戦 長船町公民館「わくわくチャレンジ」長船町公民館「わくわくチャレンジ」

講師から説明を受ける参加者（左上）／藍色に染まったＴシャツを手に記念撮影（右下） 

豪華な段飾りにうっとり（左下）／  山や海の幸を形作ったししこま（右上）

にぎわう開館1周年記念展の会場（左上）／  画伯愛飲のコーヒーと牛窓の多島美（右下）

まちの話題.indd   10-11 2011/10/27   17:32:28



　

皆
さ
ん
の
家
に
は
、
使
わ
な
い

ま
ま
し
ま
っ
て
い
る
マ
イ
バ
ッ
グ

や
ふ
ろ
し
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

岡
山
県
で
は
、
11
月
の
１
カ
月

間
「
レ
ジ
袋
秋
休
み
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
、
普
段
の

買
い
物
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
用
し
て
い
る
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

ず
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
よ

う
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
国
民
１
人
あ
た
り

年
間
３
０
０
枚
も
使
用
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
「
ご
み
」
と
し
て
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

１
枚
の
レ
ジ
袋
を
作
る
た
め
に

は
、
60
㍗
の
電
球
を
１
時
間
点
灯

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
石

油
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
11
月
の
「
レ
ジ
袋
秋

休
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
機
に
、

ぜ
ひ
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
行
動（
買
い
物
）

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
包
装
が
な
る
べ
く
少
な
い

商
品
を
選
ぶ
、
再
使
用
で
き
る
容

器
や
詰
め
替
え
製
品
を
選
ぶ
な

ど
、
毎
日
の
買
い
物
か
ら
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
を
始
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

出
せ
る
も
の
が
違
い
ま
す
。
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

分
別
に
あ
た
っ
て
は
、
左
表
を
参

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

 

１
１
９
番
の
適
正
利
用
を

 

消
防
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
消

防
本
部
通
信
指
令
室
に
あ
る
指
令

台
へ
一
度
に
多
く
の
１
１
９
番
通

報
が
入
っ
て
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
問
い
合
わ
せ
の
電
話

が
１
１
９
番
に
掛
か
っ
て
く
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
１
９
番
は
、
緊
急

通
報
専
用
の
電
話
番
号
の
た
め
、

問
い
合
わ
せ
の
電
話
な
ど
で
回
線

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
と
、
本

当
に
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人

か
ら
の
通
報
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
発
生
し
て
い
る
火
災

や
、
夜
間
・
休
日
な
ど
に
受
診
で

き
る
病
院
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
す
る
場
所
と
日
時
は
、
ご

み
収
集
日
程
表
（
ポ
ス
タ
ー
）
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
自
治
会
で

の
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

近
年
、
収
集
で
き
な
い
も
の
が

持
ち
込
ま
れ
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
を
処
理
す
る

た
め
に
は
、
市
が
別
途
処
理
費

用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ル
ー
ル
違
反
が
続
く
よ
う
で

あ
れ
ば
粗
大
ご
み
の
収
集
が
継
続

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

は
じ
ま
り
ま
す

秋
の
火
災
予
防
運
動

ごみ減量速報

地域 23年 7～ 9月 22 年 7～ 9月 達成度
牛窓 792 751 ×

邑久 835 792 ×

長船 676 668 ×

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
る
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
11
月
９
日
（
水
）
か
ら

15
日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
再
認
識

し
、
大
切
な
生
命
と
財
産
を
火
災

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

住
宅
で
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
普
段
か
ら
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　

は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

レ
ジ
袋
秋
休
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％     
　を○、減量できなかった場合を×で表して 
　います。

単位：グラム

せ
は
、
合
成
音
声
に
よ
る
自
動
案

内
を
行
っ
て
い
る
「
消
防
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

①
火
災
情
報
案
内
電
話

　
☎
０
８
６
９-

２
２-

９
８
９
９

　

瀬
戸
内
市
内
で
発
生
し
た
火
災

に
よ
り
消
防
車
両
が
出
動
し
た
場

合
に
、
出
動
場
所
と
内
容
を
合
成

音
声
に
て
自
動
案
内
し
ま
す
。

②
病
院
情
報
案
内
電
話

　
☎
０
８
６
９-

２
２-

９
２
９
９

　

夜
間
・
休
日
な
ど
に
診
療
可
能

な
病
院
と
そ
の
電
話
番
号
を
合
成

音
声
に
て
自
動
案
内
し
ま
す
。
病

院
に
確
認
を
と
っ
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

粗大ごみ収集対象品目

【燃える粗大ごみ】
　・木製家具類
　たんす・机・いす・下駄箱・スプリングなどの金具
　の入っていないソファーなど
　・寝具類
　布団・毛布・スプリングなどの金具の入っていない
　マットレス・じゅうたんなど
※指定袋に入る大きさであれば、「燃えるごみ」　の収

集日に出してください。

【燃えない粗大ごみ】
　・家電類
　扇風機・掃除機・電気カーペット・電子レンジ・ストー
　ブ（燃料は必ず抜き取る）など
　・金属類（自転車・スプリング入りソファーなど）
※指定袋に入る大きさであれば、「金属混合類」　の収
集日に出してください。

【収集できないもの】
　・家電リサイクル法などの対象品目

　テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・

　パソコン

　・建築廃材（アルミサッシ・畳・波板・ガラス戸など）

　・事業用のもの、危険物、塗料、ガスボンベ、バッテ

　リー、タイヤなど

粗大ごみ収集について
邑久・牛窓地域の皆さんへ

　

邑
久
・
牛
窓
地
域
の

家
庭
か
ら
で
る
粗
大
ご

み
は
、「
燃
え
る
粗
大

ご
み
」
と
「
燃
え
な
い

粗
大
ご
み
」
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
年
１
回
収
集
し

て
い
ま
す
。

　
「
燃
え
る
粗
大
ご
み
」

の
日
と
、「
燃
え
な
い

粗
大
ご
み
」
の
日
は
、

犯罪被害者週間 

　11 月 25 日（金）から 12 月 1 日
（木）までは「犯罪被害者週間」です。

期間中は啓発事業などを行い、犯罪

被害者の名誉、生活の平穏への配慮

などについて国民の理解を深める取

り組みを行っています。

　現代社会では、誰もが突然犯罪に

巻き込まれ、被害者や遺族となる恐

れがあります。地域社会が一体と

なって、被害者を思いやり、支え合

う気持ちを共有して、犯罪予防や被

害者のためにできることを考えて

いきましょう。

■問い合わせ先　瀬戸内警察署

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

消
防
本
部
通
信
指
令
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
３
３

消消
防防
本
部部
かか
ら
のの
おお
知
らら
せせ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

脳
梗
塞
の
後
遺
症
や
認
知
症
な

ど
で
要
介
護
の
状
態
に
な
っ
た
人

を
介
護
す
る
際
に
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
の
が
口
腔
ケ
ア
に
よ
る
健

康
管
理
で
す
。

　

今
回
の
健
康
ラ
イ
フ
で
は
、
瀬

戸
内
市
歯
科
医
師
会
か
ら
、
介
護

に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
の
進
め
方

や
、
家
族
の
負
担
を
減
ら
し
、
口

腔
ケ
ア
を
容
易
に
す
る
た
め
の
介

護
用
の
口
腔
ケ
ア
器
具
に
つ
い
て

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
と
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎

　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
、
食
べ
る

こ
と
や
飲
み
込
む
こ
と
は
、
意
識

し
な
く
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症

が
あ
る
人
や
認
知
症
に
な
っ
た
高

齢
者
は
、
食
べ
る
こ
と
や
飲
み
込

む
こ
と
が
困
難
に
な
る
「
摂
食
・

嚥え
ん
げ下
障
害
」
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

摂
食
・
嚥
下
障
害
に
な
る
と
、

睡
眠
中
に
だ
液
が
気
管
に
流
れ
込

ん
で
咳
き
込
ん
だ
り
、
食
事
中
に

食
べ
物
が
気
管
に
入
っ
て
む
せ
た

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
が
口
腔

ケ
ア
を
怠
っ
て
し
ま
う
と
、
口
の

中
に
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
が
増

殖
し
、
唾
液
や
飲
食
物
が
誤
っ
て

気
管
に
入
る
際
に
一
緒
に
肺
に
入

り
込
み
、
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
肺
炎
を
誤

嚥
性
肺
炎
と
い
い
ま
す
。

　

肺
炎
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
患

者
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と

も
あ
り
、
高
齢
者
の
死
亡
原
因
で

は
、「
が
ん
」「
心
臓
疾
患
」「
脳

血
管
障
害
」
に
続
き
、
肺
炎
が
第

４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
的
に
も
高
齢
者
福
祉
施
設

に
お
い
て
、
口
腔
ケ
ア
を
定
期
的

に
行
っ
た
場
合
に
は
、
行
っ
て
い

な
い
場
合
と
比
べ
て
、
肺
炎
で
熱

を
出
す
高
齢
者
の
割
合
が
少
な
い

こ
と
が
、
広
島
大
学
大
学
院
医
歯

薬
学
総
合
研
究
科
吉
田
光
由
氏
の
研

究
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
の
中
で
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ

中
の
状
態
は
、
介
護
者
で
あ
る
家

族
に
も
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多

く
、
家
族
の
み
で
口
腔
ケ
ア
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
口
腔
ケ
ア
の
留
意
点

　

介
護
が
必
要
な
人
の
体
調
管
理

や
健
康
管
理
を
行
う
家
族
の
負
担

は
大
き
い
も
の
で
す
。

　

家
族
や
介
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
口
腔
ケ
ア
を
行
う
上

で
の
留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

①
歯
科
医
師
と
相
談
し
て
、
口
腔

　

ケ
ア
の
し
や
す
い
環
境
作
り
と

ＬＤＬ（悪玉）コレステロール値
が高いまま放っておくと「動脈硬
化」が進展し、「心筋梗塞」や「脳
梗塞」などの危険な病気を引き起
こしやすくなります。しかし、痛
みなどの症状が伴わないため、検
査結果を忘れてしまったり、つい

つい放っておいてしまいがちです。コレステロールが
気になったら、まず、医師に一度ご相談ください。
もうひとつ、コレステロール・コントロール（管理）
に欠かせないものは、家族の協力です。食習慣の見直
し、運動を生活習慣に取り入れるなどの取り組みを家
族と一緒に始めてみませんか？　（内科医　岡﨑和徳）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

コレステロール・コントロール

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

食べたらやみつきになる味
です。干しあみを食べたこ
とのない人もぜひ作ってみ
てください。
冷蔵庫に入れておくと日持
ちするので、多めに作って
おいて、熱熱のご飯にのせ
たり、野菜の和え物やサラ
ダのトッピングにと幅広く
利用できます。

　廣畑節子さん（瀬戸内市栄養委員会牛窓支部）です

あみはサクラエビ科に分類されるアキアミのこ
とで、一般的にはアミエビと呼ばれています。
アミエビは 11 ～１月ごろにかけて捕れます。数
年前までは海岸に行くと簡単に網ですくって捕
れていたようです。干しあみは長期保存ができ
るようにアミエビを干したもので、年間を通し
て店頭で購入することができます。
干しあみはカルシウムとタンパク質が多く含ま
れているので、子供から大人まで幅広い年代の
人に食べて欲しい食材です。うま味が強いので
大根や冬瓜など淡白な味の野菜と一緒に煮ると
おいしくなります。その他にも酢の物などの和
え物や卵焼き、野菜炒め、かき揚げなどさまざ
まな料理に利用してみてください。

◆材料（５人分）
●ショウガ（30g）　    ●赤唐辛子（1本）
●ごま油（100cc） 　   ●干しあみ（50g）
●しょうゆ（30cc）　 

◆作り方
①ショウガはみじん切りにし、赤唐辛子は種
　を取ってみじん切りにする。
②ごま油と①を鍋に入れて火にかける。香り
　が立ち、少し色付いてくるまで炒める。
③②に干しあみとしょうゆを入れてよく炒め
　混ぜる。

　

今
後
の
ケ
ア
方
針
を
考
え
る

　

菊
谷
武
医
師
（
日
本
歯
科
大
学

附
属
病
院
口
腔
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、

「
週
に
１
度
は
歯
科
医
師
や
歯
科

衛
生
士
な
ど
の
プ
ロ
に
ケ
ア
を
し

て
も
ら
い
、
さ
ら
に
毎
日
の
ケ
ア

は
家
族
や
介
護
者
が
チ
ェ
ッ
ク
し

て
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
が
進
行
す
る
と

歯
科
治
療
に
も
非
協
力
的
に
な
る

た
め
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら

早
期
に
、
今
後
の
口
腔
ケ
ア
の
方

法
に
つ
い
て
、
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

岡
山
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯

科
医
師
に
よ
る
往
診
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
医
院
へ
の

通
院
が
困
難
な
場
合
に
は
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先

　
（
社
）
岡
山
県
歯
科
医
師
会

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

１
２
５
５

②
介
護
用
の
口
腔
ケ
ア
器
具
を
使

　

用
す
る

　

・
吸
引
機
能
付
歯
ブ
ラ
シ

　

強
力
な
吸
引
機
能
に
よ
り
口
腔

内
に
余
分
な
水
分
や
唾
液
が
た
ま

ら
ず
、
う
が
い
や
吐
き
出
し
が
で

と
が
難
し
い
避
難
所
で
暮
ら
し
て

い
る
高
齢
者
に
、
肺
炎
が
急
増
し

て
い
る
こ
と
が
、
４
月
に
開
か
れ

た
日
本
呼
吸
器
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア

　

認
知
症
の
人
に
つ
い
て
は
、
誤

嚥
を
防
ぐ
た
め
の
経
管
栄
養
（
管

で
胃
に
直
接
食
物
を
入
れ
る
）
よ

り
も
、
口
か
ら
食
べ
る
状
態
を
維

持
す
る
方
が
、
認
知
症
の
進
行
を

予
防
し
、
免
疫
力
の
低
下
を
抑
え

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
認
知
症
の
人
は
、
歯
ブ
ラ

シ
を
持
っ
て
歯
磨
き
を
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
も
、
実
際
に
は
き

ち
ん
と
磨
け
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
入
れ
歯
の
手
入
れ
が

不
十
分
な
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
介
護
者
が
注
意

深
く
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、
細
菌
を

減
ら
し
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
人
の
口
の

き
な
く
て
も
歯
を
磨
く
こ
と
が
で

き
る
吸
引
ブ
ラ
シ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
誤
嚥
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
吸
引
機
能
が
歯

ブ
ラ
シ
と
一
体
化
し
て
お
り
、
介

護
者
が
一
人
で
も
簡
単
に
操
作
で

き
ま
す
。

　

・
介
護
用
歯
ブ
ラ
シ

　

効
率
よ
く
口
腔
内
の
汚
れ
を
落

と
せ
る
よ
う
、「
た
わ
し
」
の
よ

う
に
全
方
向
に
ブ
ラ
シ
の
毛
が
植

え
つ
け
ら
れ
た
歯
ブ
ラ
シ
で
す
。

　

通
常
の
歯
ブ
ラ
シ
の
よ
う
に
ブ

ラ
シ
の
方
向
を
変
え
る
必
要
が
な

く
、
短
時
間
で
歯
を
磨
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
頬
の
内
側
に
残
っ
た

食
べ
か
す
や
の
ど
の
奥
の
痰
な
ど

を
か
ら
め
取
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
便
利
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



巻
の
八
十
二

　

古
来
か
ら
、
日
本
刀
は
単
に
斬

る
た
め
の
道
具
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
目
に
見
え
な
い
災
難
な
ど

か
ら
身
を
守
る
霊
力
を
持
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
物
語
に
登

場
し
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
書
か
れ
た
『
源
氏

物
語
』
夕
顔
の
巻
で
は
、
光
源
氏

の
枕
元
に
女
性
の
怨
霊
が
現
れ
、

恨
み
言
を
言
っ
た
た
め
、
太
刀
を

抜
い
て
枕
上
に
置
い
て
退
散
さ
せ

た
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し

た
と
さ
れ
る
『
太
平
記
』
に
は
、

現
在
は
宮
内
庁
が
所
蔵
し
て
い
る

「
太
刀
国
綱
」
に
つ
い
て
、
鎌
倉

幕
府
の
初
代
執
権
で
あ
っ
た
北
条

時
政
を
夢
の
中
で
苦
し
め
た
小
鬼

を
鞘
か
ら
抜
け
出
し
て
退
治
し
た

こ
と
か
ら
、「
鬼
丸
」
と
名
付
け

ら
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

刀
剣
が
邪
を
払
う
と
い
う
思
想

は
、
悪
霊
や
も
の
の
け
に
対
す
る

畏
怖
の
念
か
ら
民
俗
信
仰
的
に
発

生
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
災

難
か
ら
持
ち
主
の
身
を
守
る
「
お

守
り
刀
」
を
作
る
風
習
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
明
治
以
降
に
は
、
結
婚
式

で
花
嫁
が
打
掛
を
着
る
と
き
帯
に

懐
剣
を
さ
し
、
新
た
な
人
生
へ
と

旅
立
つ
花
嫁
を
さ
ま
ざ
ま
な
災
い

か
ら
守
る
「
お
守
り
刀
」
と
し
て

持
参
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

刀
剣
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

現
在
、
刀
剣
の
コ
ン
ク
ー
ル
は

国
内
に
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
２
つ
は
、
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
が
主
催
す
る

「
新
作
名
刀
展
」
と
日
本
刀
文
化

振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
新
作
日

本
刀
・
刀
職
技
術
展
覧
会
」
で
、

い
ず
れ
も
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

も
う
１
つ
が
、
備
前
長
船
刀
剣

博
物
館
と
全
日
本
刀
匠
会
が
共
催

し
て
い
る
本
展
覧
会
で
す
。

　

本
展
覧
会
は
、
日
本
刀
制
作
技

術
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
刀

文
化
の
普
及
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。毎
回
、国
内
で
巡
回
展
を
行
っ

て
お
り
、
今
回
は
、
長
野
県
坂
城

町
の
鉄
の
展
示
館
に
お
い
て
、
９

月
17
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
行
い

ま
し
た
。

作
品
の
審
査

　

本
展
覧
会
で
は
、
短
刀
の
み
の

募
集
を
行
い
、刀
身
35
口ふ

り
、拵こ

し
ら
え（

外

装
）12
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
に
文
化
庁
職
員
の
立
会
い

の
も
と
、
出
品
作
品
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
評
に
お
い
て
不
況
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
出
品
作
品
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

落
選
作
品
は
な
く
、
審
査
員
か

ら
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
向
上

す
る
技
術
を
賛
辞
す
る
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　11月 30 日（水）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

BooKs

　

11
月
は
、「
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し

も
う
」
で
す
。
ロ
ー
プ
な
ど
身
近

な
も
の
を
使
っ
た
手
作
り
の
マ

ジ
ッ
ク
を
見
て
コ
ツ
を
教
わ
っ
た

後
、
実
際
に
体
験
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ジ
ッ

　

ク
・
マ
ス
カ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限　

11
月
25
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

人
口
わ
ず
か
５
０
０
人
の
島
根
県
大
森
町
に
あ
る
義

肢
メ
ー
カ
ー
に
、
世
界
中
の
顧
客
か
ら
感
謝
の
手
紙

が
届
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
顧
客
を
感
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
働
く
こ
と
の
意
義
や
仕

事
の
喜
び
を
伝
え
る
一
冊
。

コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
町
の
義
肢
メ
ー
カ
ー
に

届
く
感
謝
の
手
紙　
　

中
村
俊
郎
…
著

たかこ
　清水真裕…文　　青山友美…絵

転校生の「たかこ」はちょっと変わった女の子。
十二単を着て、扇で顔を隠し「いと　はづかし」と、
大和言葉を話します。
「みんなちがってもいいんだよ」というメッセー
ジが、楽しく伝わってくる絵本です。

　

地
域
の
良
さ
や
魅
力
を
再
発
見

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
史
跡
・
文

化
財
・
施
設
な
ど
を
の
ん
び
り
と

歩
い
て
巡
る
地
域
再
発
見
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
岡
山
が
生
ん
だ
戦
国

大
名
宇
喜
多
氏
の
居
城
で
あ
っ
た

砥
石
城
跡
（
邑
久
町
豊
原
）
や
宇

喜
多
氏
ゆ
か
り
の
大
賀
島
寺
を
中

心
に
、
周
辺
の
散
策
コ
ー
ス
（
約

７
㌔
）
を
歩
き
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
の
歴
史
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
秋
の
山
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
前

　

９
時
20
分
〜
午
後
３
時

※
小
雨
決
行
で
す
。

▽
集
合
場
所　

瀬
戸
内
市
邑
久
自  

　
然
教
育
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

　
（
邑
久
町
豊
原
２
９
３
９-

３
８
）

　

午
前
９
時
20
分
集
合

※
キ
ャ
ン
プ
場
の
場
所
が
分
か
ら

　

な
い
人
は
、
当
日
午
前
８
時
45

　
分
ま
で
に
中
央
公
民
館
の
駐
車

　

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

　

３
０
０
円
（
年
間
登
録
料
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

※
弁
当
（
お
茶
付
き
）
が
必
要
な

　

人
は
、
参
加
申
し
込
み
時
に
注

　

文
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
、
集

　

合
受
付
の
際
に
配
り
ま
す
の

　

で
、
５
０
０
円
を
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▽
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
タ

　

オ
ル
、
雨
具
（
小
雨
の
と
き
）

※
歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ

　

た
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
４
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
も
う

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

め
る
公
民
館
講
座
「
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

秋
の
山
を
歩
き
、
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

 

地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

のんびりと秋の山を歩きます

　

本
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品

の
ほ
か
、
皇
室
の
お
守
り
刀
の
制

作
に
携
わ
っ
て
き
た
６
人
の
人
間

国
宝
の
代
表
作
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

11
月
２
日
（
水
）
〜
12

　
月
25
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　

円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

【
お
守
り
小
刀
作
成
講
座
】

　

展
覧
会
の
会
期
中
に
、
自
分
で

お
守
り
小
刀
を
作
成
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

11
月
５
日
（
土
）、

　

11
月
19
日
（
土
）、
12
月
３
日

　
（
土
）、
12
月
17
日
（
土
）　

午

　

前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
受
講
料　

１
回
２
、０
０
０
円

▽
材
料
費　

１
本
１
０
、０
０
０

　

円（
鍛
錬
、火
づ
く
り
は
前
も
っ

　

て
刀
匠
が
行
い
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

第
六
回
お
守
り
刀
展
覧
会

▽

刀
身
の
部
第
一
席　

吉
川
三
男
（
東
京
）

▽

外
装
の
部
第
一
席　

宮
入　

恵
（
長
野
）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
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く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

援
専
門
員
）

③
講
師
と
副
市
長
の
対
談
（
午
後

　

２
時
30
分
〜
）

　

・
テ
ー
マ
「
瀬
戸
内
市
に
お
け
る

　
災
害
時
の
障
が
い
者
へ
の
対
応
」

▽
そ
の
他　

映
画
や
講
演
会
の
整

　
理
券
の
配
布
は
、
11
月
15
日
（
火
）

　

か
ら
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ス
マ
イ
ル
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
配
布
窓
口　

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　

火
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

　

後
４
時
、
祝
日
を
除
く

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

働
く
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」

　

瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
障
害

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
な

ど
か
ら
話
を
聞
き
、
就
職
に
必
要

な
手
続
き
や
心
構
え
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
就
職
に
向
け
て
の
準

備
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
参
加
に
は
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　

11
月
24
日
、12
月
１
日
、

　

８
日
、15
日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

等
工
科
学
校
生
徒
の
採
用
試
験
を

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

※
入
校
は
平
成
24
年
４
月
上
旬
の

　

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://w
w
w
.m
od.go.jp/

     pco/okayam
a/

くらしの情報

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
、
臨
時
に
回
線
を
増
設
し
、
法

務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

▽
期
間　

11
月
14
日
（
月
）
〜
20 

　

日
（
日
）

▽
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

（
土
、
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）

■
相
談
先

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

 

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

 

今
年
も
開
催
し
ま
す

 

キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

瀬
戸
内
市
商
工
会
で
は
、「
魅

せ
ま
す
！　

味
せ
ま
す
！　

地

元
力
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
産
業
ま

つ
り
「
第
２
回
キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
」
を
開
催
し

ま
す
。　

　

地
域
の
魅
力
、
産
品
の
魅
力
、

お
い
し
い
味
と
の
出
会
い
、
団
体

や
市
民
が
一
緒
に
な
っ
た
時
の
底

力
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
特
産
品
や
地
元
の
商

品
の
販
売
、
企
業
紹
介
の
ほ
か
、

地
元
食
材
を
使
っ
た｢

Ｓ
級
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▽
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　
瀬
戸
内
警
察
署
南
空
き
地

▽
駐
車
場　

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
跡
地
（
牛
窓
町
牛
窓

６
３
９
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
商
工
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
１
０

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
ブ
ー
ス
３
０
０
円
と
売
上
金

　

の
半
分
を
義
援
金
と
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所

　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
出
店
資
格　

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興

の
力
に
な
り
た
い
人
・
団
体

※
営
利
を
目
的
と
す
る
業
者
な
ど

　

は
、
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

 

長
時
間
働
い
て
い
ま
せ
ん
か

 

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　　

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
期
間
中
、

長
時
間
労
働
な
ど
に
関
す
る
情
報

提
供
の
メ
ー
ル
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
メ
ー
ル
窓
口

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
５

　

HPhttp://www.mhlw.go.jp/bunya/

　

roudoukijun/campaign.html

 

加
入
し
て
い
ま
す
か

 

事
業
主
の
労
働
保
険

　

11
月
１
〜
30
日
は
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
で
す
。
従
業
員

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理
を
代

行
す
る
事
務
組
合
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　

岡
山
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

０
５
９
１

 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

邑
久
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
店
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

　
分
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

無
料

▽
講
師　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺
、

　

岡
山
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、

　

岡
山
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

　

セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

▽
内
容

①
求
職
活
動
に
つ
い
て

　

・
目
標
の
設
定
（
受
講
者
）

②
求
職
活
動
に
つ
い
て

　

・
面
接
の
受
け
方
（
模
擬
面
接
）

　

・
支
援
方
法
（
職
業
準
備
支
援
）

③
就
職
し
て
い
る
人
の
体
験
談
と

　

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
話

④
ま
と
め（
就
職
に
向
け
て
の
検
証
）

※
４
回
受
講
し
た
人
に
、
修
了
証

　

を
授
与
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　

火
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

　

後
４
時
、
祝
日
を
除
く

 

募
集
し
ま
す

 
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

　　

防
衛
省
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高

 

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

福
祉
フ
ェ
ア
２
０
１
１

　

瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の

家
族
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
第
２
回
瀬

戸
内
市
福
祉
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

映
画
や
講
演
、
福
祉
事
業
所
授

産
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
障
害

体
験
コ
ー
ナ
ー
、相
談
コ
ー
ナ
ー
、

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
10
日
（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所

　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
瀬
戸
内
市
民
病
院
南
隣
）

▽
入
場
料　

無
料

 

出
席
を
お
願
い
し
ま
す

 

戦
没
者
追
悼
式

　

市
で
は
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

 

独
り
で
悩
ま
な
い
で

 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
上
で
克

服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

昨年行われた第１回キラリンフェスティバル

1月に行われた第 1回瀬戸内市福祉フェア

▽
内
容
お
よ
び
時
間

①
映
画
上
映
会
（
午
前
10
時
〜
）

　

・
タ
イ
ト
ル
「
ゆ
ず
り
葉
」（
字

　

幕
付
）

②
講
演
会
（
午
後
１
時
〜
）

　

・
テ
ー
マ
「
東
日
本
大
震
災
の
障

　

が
い
者
の
実
態
と
支
援
〜
福
島

　

県
会
津
地
域
に
お
け
る
「
ゆ
き

　

わ
り
荘
」
の
取
り
組
み
〜
」

　

・
講
師　

芳
賀
祐
一
氏
（
社
会
福

　

祉
法
人
鶴
翔
会　

障
害
者
支
援

　

施
設
「
ゆ
き
わ
り
荘
」 

相
談
支

受験種目 対象者 種目 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科学校生

平成24年4月1日現在15
歳以上 17歳未満（平成7
年 4 月 2 日～平成 9年 4
月1日生まれ）の男子

一般

平成 23 年 11 月
1日 ( 火 ) ～
平成 24 年 1月 6
日 ( 金 )

平成 24 年 1月 14
日 ( 土 )

学校長に
よる推薦

平成 23 年 11 月
1日 ( 火 ) ～
12 月 16 日 ( 金 )

平成 24 年 1月 7
日(土 )～9日（月）
までの間の指定す
る日

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 11 月 15 日（火） 平成23年 6月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 11 月 16 日（水） 平成23年    2 月生

1 歳６カ月児健診 11 月    9 日（水） 平成22 年    4 月生
2 歳児健診 11 月 10 日（木） 平成21年 7月生

3 歳児健診 11 月 30 日（水） 平成20年 5月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 10 月 1日現在》
人口 ３９，２１２人 （＋　９）
男 １８，６９５人  （－　７）
女 ２０，５１７人 （＋１６）
世帯 　１４，６８４世帯 （＋３９）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2011　November
11 くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑫わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑫の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
10/30 10/31 1

⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

2
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

3   文化の日
体協　瀬戸内市剣道大会
　9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館

4 5
体協　瀬戸内市民ゴルフ
霜月大会　　9：00 ～
　長船カントリークラブ

6
体協　瀬戸内市秋季軟式
野球大会 1日目  9：00 ～
　邑久スポーツ公園野球場
　長船スポーツ公園多目的広場
体協　瀬戸内市近隣親善
ソフトテニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニ
　スコート

7 8
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

10 11  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

13
体協　瀬戸内市秋季軟式
野球大会 2日目  9：00 ～
　邑久スポーツ公園野球場
　長船スポーツ公園多目的広場
体協　歩こう会　
　近水園コース
　８：29 邑久駅発赤穂線
体協　瀬戸内市バドミン
トン大会　9：00 ～
　邑久中学校体育館

14  15
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

16
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

17
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

18 19
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

20
体協　瀬戸内市卓球大会
（後期）　9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館
体協　瀬戸内市シングル
ステニス大会　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニ
　スコート

21 22  
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

23  勤労感謝の日 24  
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

25 
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

26
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

27
体協　少年ソフトボール
大会（2号球）9：00 ～
　邑久スポーツ公園野球場
　長船スポーツ公園多目的広場

28 29
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

30
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

12/1
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

12/2 12/3

生活習慣病教室

▽日時　11 月 15 日（火）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「気胸について」

▽講師　赤木克己氏（瀬戸内市民病院院長）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

介護教室

▽日時・場所
① 11 月   9 日（水）　午後１時 30 分～午後３時　中央公民館
② 11 月 15 日（火）　午前 10 時～午前 11 時 30 分　裳掛コミュニティセンター

▽テーマ　「免疫力をつけて、元気に暮らそう」

▽講師　能瀬貴美子氏（看護師）

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９- ２２ - ９５０３

あしたばの会

　今回はショートステイ・ホームヘルパーのサービスについて
紹介します。お気軽に、ご参加ください。

▽日時　11 月 12 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽内容　自宅で介護をしている人の交流会

▽参加費　無料

▽申込期限　11 月 10 日（木）
※電話でお申し込みください。　
■問い合わせ・申込先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

ポリオ予防接種

▽日時　11月17日（木）午後１時30分～午後２時

▽場所　ゆめトピア長船

▽対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月

▽接種方法　６週間以上あけて２回経口投与

▽料金　無料

▽持ち物　母子健康手帳、予診票（記入したもの）
※発熱や下痢をしているとワクチンの効果が弱まるので、延期
　してください（予診票は会場にもあります）。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

骨骨健康貯筋クラス

▽日時　11 月２日（水）、16 日（水）午前９時 30 分～午前 11 時

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽内容　椅子を使ったストレッチ、セラバンドを使った運動など

▽参加費　１回 300 円（年間会員は 3,000 円）
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ - ２２１１

年金相談

　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。相談を希望する
人は、事前にご予約ください。

▽日時　11月 24 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０ - ７９２９

11 月納期の市税・保険料はありません
納付には口座振替が便利です。
ぜひご利用ください。
あなたの税が元気なまち瀬戸内市の礎です。
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 　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/



投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
氏名、生年月日、家族（氏名、

続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
写真の題名、撮影場所、撮影日

時、コメントなどを記入
★応募方法
住所・氏名・電話番号を明記し、

はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
原則として、投稿していただい

た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
瀬戸内市役所　政策調整課
☎０８６９- ２２ - １１１３
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

冠
句

持
て
余
す
た
め
息
一
つ
宙
に
浮
く

三
谷　

康
彦
（
邑
久
町
豊
安
）

若
葉
風
一
つ
の
恋
を
実
ら
せ
て

内
田
恵
美
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

春
惜
し
む
声
ひ
そ
ま
せ
る
花
の
芯

奥
山　

呼
潮
（
牛
窓
町
牛
窓
）

年
の
功
秘
め
た
言
葉
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

塩
見　

愛
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

俳
句

澄
む
秋
や
飛
び
と
び
島
へ
橋
架
か
る

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

お
し
ろ
い
が
妖
し
く
咲
き
し
岸
辺
か
な

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

か
な
か
な
や
山
の
ホ
テ
ル
は
灯
を
と
も
し

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

窓
開
け
て
動
く
景
色
や
秋
の
雲

野
口　

慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

秋
め
き
て
沖
に
重
な
る
潮
の
色

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

探
し
も
の
一
つ
見
つ
か
る
今
朝
の
秋

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

蹲つ
く
ば
い踞

の
底
よ
り
昏
れ
て
こ
ぼ
れ
萩

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

秋
晴
れ
や
火
の
見
櫓
の
残
る
浦

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

空
澄
み
て
ふ
と
歌
い
だ
す
赤
と
ん
ぼ

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

秋
の
夜
や
読
書
に
ふ
け
り
い
と
う
れ
し

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

不
自
由
と
自
由
の
夜
長
妻
の
留
守

吉
川　

孝
夫
（
牛
窓
町
牛
窓
）

手
の
掌
に
白は

く

ろ露
に
ぬ
れ
た
蝉
の
か
ら

近
藤
恵
美
子
（
邑
久
町
福
山
）

短
歌

満
月
を
妻
と
二
人
り
で
何
時
ま
で
も

眺
め
て
い
た
い
暑
さ
も
忘
れ

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

笛
の
音
と
太
鼓
に
の
り
て
神
楽
舞
う

今
年
の
豊
年
秋
に
祝
い
て

片
島
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

剪
定
の
最
後
の
一
枝
切
り
終
へ
て

見
上
ぐ
る
西
の
空
に
残
月

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

首
都
圏
の
暴
風
豪
雨
の
ニ
ュ
ー
ス
見
て

息
子
家
族
の
無
事
唯
祈
る

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

右
左
大
き
く
揺
れ
る
ヨ
ッ
ト
の
帆

初
心
者
見
守
る
夕
凪
ぎ
の
瀬
戸

竹
内　

和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

幾い
く
ま
ん萬

も
野
辺
に
灯ひ

と
も
せ
万ま

ん

じ

ゅ

し

ゃ

げ

寿
沙
華

黄よ

み泉
な
る
人
の
御み

明あ

か
し
に
せ
ん

赤
田　

章
（
邑
久
町
山
田
庄
）

十
六
夜
の
月
も
又
よ
し
そ
れ
ぞ
れ
の

趣
有
り
と
感
じ
つ
つ
愛
ゆ

野
口
弥
生
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

▼
子
ど
も
の
頃
、
地
域
で
行
わ
れ
る
お

祭
り
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
大
人

も
子
ど
も
も
寄
り
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
普
段
か
ら
遊
び
慣
れ
た
場

所
も
こ
の
日
は
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
。

▼
市
内
各
所
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。小
さ
な
参
加
者
の
心
に
も
、き
っ

と
大
き
く
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と

し
て
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　

ナ
ガ

▼
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
が
開
館
し
て
１

年
あ
ま
り
。
展
覧
会
に
は
欠
か
さ
ず

行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
る
風
景
が

描
か
れ
た
絵
を
見
る
の
は
楽
し
い
も
の

で
す
ね
。▼
先
日
、10
月
１
日
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
オ
リ
ー
ブ
会
」
に
入
会
し
ま

し
た
。
送
ら
れ
て
き
た
今
後
の
予
定
を

見
る
と
興
味
深
い
展
示
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
楽
し
み
だ
な
ぁ
。　
　
　

よ
し
こ

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

み
ん
な
の
広
場
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本
庄
で
開
催

「
楽
し
く
学
ぶ
防
災
教
室
」

　

本
庄
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
で
、
９
月
25
日
（
日
）
に
防
災

訓
練
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
区
内

外
か
ら
、
約
２
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

起
震
車
・
は
し
ご
車
で
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
紙
食
器
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
設
け
、
水
消
火
器
的

あ
て
な
ど
の
ゲ
ー
ム
遊
び
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
パ
ネ
ル
写
真
展
、

非
常
持
ち
出
し
品
・
非
常
食
の
展

示
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
参
加
者
が
、

楽
し
み
な
が
ら
防
災
意
識
を
高
揚

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
会
役
員
に
よ
る

か
き
氷
サ
ー
ビ
ス
、
婦
人
会
に
よ

る
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
の
炊
き
出
し

を
受
け
、
地
域
を
越
え
て
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
主
催

者
一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。

トピックストピックス

けいじばん  けいじばん

　

さ
ら
に
飛
び
入
り
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
女
性
２
人
に
よ
る
紙
芝

居
講
演
が
行
わ
れ
、
手
作
り
紙
芝

居
の
絵
の
う
ま
さ
、
弁
士
の
歯
切

れ
の
良
さ
に
、
多
く
の
親
子
が
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
が
「
絆
」
を
深
め

て
い
く
光
景
を
目
に
し
、
感
動
し

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
関
係
役
員
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
庄
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

武
久
和
正
さ
ん パンフレットを配布して啓発活動パンフレットを配布して啓発活動皆

せとうち村塾・市民大学講座
　せとうち村塾の市民大学講座を次の日程で開催します。
　京都大学名誉教授の奥田節夫氏（理学博士）を講師に招き、「岡
山における地震、津波災害を主対象として」と題して、東日本大震
災の教訓を基に、実態予測と防災を具体的な例を用いて解説します。
　皆さんもわたしたちと一緒に学んでみませんか。

▽日時　11 月 13 日（日）　午後 2～４時

▽場所　中央公民館

▽受講料　５００円
※事前の申し込みは、不要です。
■問い合わせ先
今吉さん　☎０８０-３８８８ - ８５０２

せ

わが家の宝１歳です！

平木香
きょうか

歌ちゃん
お住まい　長船町福岡
ひとこと　
毎日幸せをありがとう！これから
も沢山の笑顔を振りまいてね♪

（父　政弘さん・母　理恵子さん）

瀬戸内写真館

うか

Kyouka
 平成 22年 1月 7日生まれ

Misaki
 平成22年 7月 8日生まれ

蓑田美
み さ き

咲ちゃん
お住まい　長船町福岡
ひとこと
これからもずーっと千咲お姉
ちゃんと仲良くね┃┃

（父　（父　裕司さん・母　由香さん））

撮影者　気まぐれカメラマンさん  
撮影場所　妙興寺（長船町福岡）　
撮影日　平成 23 年 10 月 9 日
題名　妙興寺大イチョウ
コメント　本堂東側にとても大きい 2 本のイ
チョウの木があります

市民ギャラリー

▼山本敏子さん

▲久本晃子さん
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